
◎１月行事予定 

【1月課題実力テスト】 

  1 月 7 日(火)始業式後に行われます。 

   英語・数学・国語 各 80 分です。 

   冬休みしっかりと学習して臨んでください。 

【ベネッセ総合学力テスト】 

 1 月 18 日(土) 下記の日程で行われます。 

 8:20 ～ 8:30 受験カード記入 

 8:30 ～ 9:50 英語(８０分)ﾘｽﾆﾝｸﾞあり 

10:00 ～ 11:40 数学(１００分) 

11:40 ～ 12:15 昼食 

12:20 ～ 13:40 国語(８０分) 

13:50 ～ 14:30  自己採点 

1 年間の総復習をしてください。 

【課題研究 ポスター発表会】 

  1 月 28 日(火) 6・7 限 第一体育館 

    発表者と視聴者に分かれます。 

    発表者は研究内容を発表する。残り生徒は発表補助・ 

他の班の発表を聞く視聴者になります。 

  発表者は研究内容を 5分以内で発表し、視聴者と質疑 

応答を行います。 

  視聴者は他の班のポスターのところへ行き、発表者か 

ら説明を受けます。 
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楽しむことの重要性 
 

「どうせやるなら楽しむ！」 

私の中で大切にしている言葉です。楽しいこと、好きなこ

とには時間を忘れて熱中できてしまうものです。皆さんもテ

レビやゲーム、読書やスポーツや音楽など、好きだと思うも

の、楽しいと感じるものはありますか？ 

 

人間は楽しいこと、興味のあること、好きなことの方が圧

倒的にのみこみが早くなるということが脳科学の研究でも立

証されています。また、私たちの経験からもそう感じること

でしょう。私は数学科の教員であり、昔から算数・数学が好

きでした。なぜ好きかということは考えたことがなく、ただ

ただ楽しんで数学を学んでいた記憶があります。逆に地理や

倫理は苦手でした。しかし、世界史は得意科目でした。この差が何かと考えたとき、自分の学び方

に差があると気付いたのです。その差が「楽しんで学んでいるかどうか」でした。しかし、興味の

ないことを楽しむことはそう簡単にはできません。私は中学３年生のときにひざを壊し、好きだっ

た運動ができなくなりました。高校生になっても運動部に所属できなくて落ち込んでいた自分を友

人が演劇部に誘ってくれました。まったく興味のなかった部活だったので、裏方しかしないと言っ

て入部しましたが、ある日大勢の前で演技をする機会があり、その会場で大爆笑をとり注目を浴び

てしまったのです。これがきっかけで演技をすることが楽しくなり、結果的に大学でも演劇を続け

ました。それは一瞬の出来事でしたが、演技を楽しいと感じるようになった大きな要因でした。 

 

「勉強 ＝ 嫌なこと、しんどいこと」という意識に囚われてしまっていませんか。苦痛なことを

やらされていると思っていませんか。世の中には「楽しいこと」と「楽しくないこと」の二つの出

来事があるのではありません。目の前の出来事を「楽しむ人」と「そうでない人」の二種類の人間

がいるだけです。苦手な教科もまったくわからないから勉強しないのではなく、とりあえずやって

みることが大事です。そうしたら、好きになれるような、楽しめるようなきっかけが生まれるかも

しれません。 

 

嫌なことがまったくない人生などありえません。楽しむことが人生を豊かにします。皆さんの人

生が豊かになるように、私の授業の中で少しでも数学の楽しさを伝えられたら嬉しいです。 

（文責 １４Ｈ副担任 小林翔太） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 日 曜

1 水 元日 1 土 土曜補習⑥

2 木 2 日

3 金 3 月

4 土 4 火

5 日 5 水

6 月 6 木

7 火 始業式・課題テスト 7 金

8 水 8 土

9 木 9 日

10 金 10 月

11 土 土曜補習⑤ 11 火 建国記念の日

12 日 12 水

13 月 成人の日 13 木

14 火 14 金

15 水 15 土

16 木 16 日

17 金 17 月

18 土 ﾍﾞﾈｯｾ総合学力テスト 18 火

19 日 19 水

20 月 20 木 学年末考査

21 火 21 金 学年末考査

22 水 22 土

23 木 23 日 天皇誕生日

24 金 24 月 振り替え休日

25 土 25 火 学年末考査

26 日 26 水 学年末考査

27 月 27 木 学年末考査

28 火 課題探究発表会 28 金

29 水 29 土

30 木

31 金

　１月 　２月

　
《2年0学期①》

◆1年最後の校外模試を利
用し、基礎力の確認と応用
力の育成を図る。
◆担任以外の先生とも面談
を行い、志望のモチベー
ションアップを図る。

◆国公立大学等の入試
制度・入試科目を調べ
る。
◆センター試験に触れ、2
年後の受験を意識しよう。

　
《2年0学期②》

◆校内模試・学年末考査を

利用し成績層別に適切な
学習への取り組み方を
認識する。
上位者
　自主的学習へ移行
　問題集応用レベル習得
中位者
　苦手科目の克服
　問題集標準レベル習得
下位者
　基礎学力の充実
　教科書レベル習得

定期テストや模擬試験の結果を振り返り、
自分の糧にしよう 

 
 冬休み中に取り組んでみよう 

 ～定期テストや模擬試験のやり直し～ 

 

定期テストや模擬試験で間違えた問題は、自分の「伸びしろ」

です。冬休み中にじっくりと時間をかけて取り組んでみましょ

う。必ず、力になります。 

 

① 今までの定期テストや模擬試験で間違えた問題を解きなおし

てみる。 

② 自己採点をする。この時、「答えがあっていたかどうか」よ

りも「考え方があっていたかどうか」に注意して採点する。 

③ 「考え方がわかっていなかった問題」については、考え方を

理解することから始め、類題に取り組む。 

④ 「考え方がわかっていたが間違えた問題」については、「な

ぜ間違ったのか」原因を探り、「自分のミスの癖」を認識し

て、もう一度問題を解きなおす。 

上記のことを参考にしながら、冬休み中に取り組み、基礎固めを

しましょう。 


